
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

’

號 九 十 二 百 三 第 誌 雜 學 物 動．（113）

　

　
（

註
七
）

ト

ミ
蓄

ミ
ミ
纛

な
ろ

燭
名

は
一

八

三

七

年

篤
饗

α

ぐ

雪

匐

に

依
て

鰰

定
苞

　

　
ら

れ
れ

る

も
の

な

れ
ど
、

之

伎
モ

の

少
し

前
（

矢

張

講

年
な
る

も
）

届
團

夏

爵

に

　

　
依
つ

て

既
に

魚

類
の

屬
名
に

用

ひ

ら

れ

カ
う

も

の

な

れ
ば

と

て「
　一

九
〇

二

年、

　

　
圏
○
。

賦
国

　
減
之

を

　
O

ミ
ミ

魯
蔓
ミ

8
竇

　
と

改

め
九

り
（

ス

コ

ッ

ト

に

據
る

）

。

　

本
種
の

分

布
は

頗
る

廣
し、

目
下
知
ら
れ

あ
る

分

布
匿

域
は

左

の

如
し。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
日

本
。

歐
洲
の

諸
海

。

南

阿

弗
利
加

。

ニ

ユ

！
ジ

ー

ラ
ン

ド
。

北
米
の

太
李
及
太

西

洋
岸

。

（

伺
　
勺
｝

蟄
o輔．鄭
ぽ
憶へ、
蚕
qり、
融

象
寓

广冖
就
て、
桟、
　

他

日
又

更一
め

イ、
報
止
冂

ず−
う

り

期
亀

の

ろ

べ

し
。

O
ミ
ミ
甍
o｝
身
ミ
き
驚

の

全

體
圖

に、

前
禺
『

動

物

學
雜

誌
』

第
九

十
一

頁
に

宍

戸
氏

の

羯
出

ぜ

ら

れ

六
る

も
の

あ

れ

ば
、

茲

に

に

之
な

略
す
）

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

石
井
重
美
）

●
肥
大
吸
蟲
の

構
造
に

關
し
て

　

の

訂
正

及
追
加

　
余
は

本

誌

第
三

百

十

七

號

に

於

て

肥

大

吸

蟲

霎
輪

ミ
（〕
N〔
壼
晦

諦

ぴ

塞
ぎ

の

構

造
を

記
載

し
た

る

が
、

其

中
に

此

種
の

陰

莖
嚢
の

存
在

を
疑
ひ
セ

リ。

其

後
臺
灣
中
川
幸
庵
氏
の

厚
意
に

よ

b
同

地

豚
よ

り

得
た

る

數
個

の

標
本
の

寄
鱈
を

受

け

た

る

を
以
て

充
分
に

其
講

造
を
檢
す

る

を

得

セ
リ

。

主

な
る

部
分
を

摘
記
す
れ
ば

索
の

如

し
。

（

一

蔭
莖
嚢
は

明
に

存
在
す。

さ

れ

共

其

構
造
は

ガ

ド

ー

ネ

ル

（

一

九

〇
二

年
）

の

記

載
と

異
り、

嚢
壁
は
一

般
に

生
殖
輸
管
に

密

に

接
近
し

居
う
、

殊
に

貯
精

嚢
及
其

附
屬
育
嚢
を

圍
め

る

部
分
に

は

其
問
に

殆
ん

ど
間
際
な

ー
。

。

末
端
に

近
き
て

攝
護
腺
部
の

附

近

に

至

り
で

兩
岩
の

間
に

多
少
の

室

瞭
を

生
せ

る

を

見
る

。

射

糟

瞥

1

に

は

明
か

な

る

棘
あ

り
．

　
へ

二
）

體
の

腹
面
に
は

密
接
せ

る

鱗
状
鰊
あ
り

。

背
面
に

は

全

ぐ

是

を

敏
く

。

　
（

三
）

排

泄
嚢
は

最
も
異
な
る

構
造
を

有
す

。

即

ち
正

中
管
よ

b

數
對
の

側

枝
を

出
せ

る

外
體
前

部
に

於
て
一

の

腔
を
な

し
て

口

腹

兩

吸
盤
を

全

く

圍

繞
せ

り
。

叉

皮
下

に

は

網
獣
の

腔
浙
あ
り

。

　
以
上
の

構
造
は

盆
其
゜

賽
毳
o

ミ

屬
に

親

縁
な

き
事
を

證
し、

殊

に

排
泄
嚢
の

構
造
は

皀
o

豆
賃

曇
ρ

諺
黏
＄

　
に

近
き

を

示
せ

b
。

口

吸
盤
小

に

し
て

腹
吸

盤
に

後
方
に

膨
出
部
あ

る

事
も

亦

国

昏
言
♀

。。

汁

ohH

邑
距

に

例
あ
り

。

其
他
の

構
造
皆

巨
〇

三

き
馨
9
同

弖
錯

の

性

を
呉
ふ

。

唯
是

と

異
る

は
食
道
の

壁
が

ク

チ

ク

ラ

よ

り
な

う
て

上

皮
を
有
せ

ざ

る

事
な

b
。

口

逡
に

隆

起
な

く

し
て

叉

棘
列

を

缺
け

ど
も
是
怯

国
鵡

巨

ぎ
蓉
o

彰
達
8

中
に

も

是

を

缺
け
る

種
あ
う

。

恐

ら

く
は
此

科
の

一

異

型
と
見
ら
る

べ

き

も

な

ら
ん

。

詳

細
な

る

報
告

は

他
の

種
と
共
に

將

來

公

に

す
べ

き

も
、

兎
に

角
前

回
の

訂
正

を

な

す
事
上

の

如
し

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
（

小

林
晴
治
郎
）

　
　

●

近
江
國
龍
華
村
の

化
石

哺
乳
動
物

群

　
同
地

方
産
の

化
石
哺
乳
類
と

し
て

先

に

は
「

ス

ク

ゴ

ト

ソ

」

（

乞

さ
律
〉

鬘
”

1．
己
Φ

冨
ユ
暮
琶

ぎ
｝

δ

国
一

。

茖
嘗
ζ
螽
程

く｛
）

匿
。一
e 、
ド

　
　
　
ノ

こ、
巴
80

畧
o

σq
円
二 、．

×

×
＜
H

仁u
一

 

 
鵬

）

あ
b、

近
ζ

は

比

企

忠

氏
の

水
牛
（ ．．

属

昏
巴

首
瑾

孱
Φ

日
巴

鬆

皆
o

皆

些
 

勞

唇
ぐ

宮
80hO

彫
『．

い

・、

冨
。

癖
O
亀゚

畄

覊
鐸

民

旨
計

q

一

日
や

d
昆
く、
  。

卸

一

¢

霞
）

あ
b

。

戸
雜
　
　
録
）
　
O
肥

大
吸

蟲
の

構
造
に

欄
し

て

の

訂

正

及

坦
加

　
0
近

江

國
龍

華

村
の

北

石

哺
乳
動
物

群

■

三
二
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●

（
難

　
　
艨
）

　

○
近

江
國

龍
華

村
の

化
石

哺

乳
動

物

騨

今
叉

前

記
水

牛
の

發
見
者
捏

る

新
帶
國
太

郎
氏
は

某
氏
の

秘
藏
せ

も

化
石
骨
片

を
撮
影
し
て

鑑
定
の

乖
め

に

予
に

寄
せ

ら
る

。

就
て

見

る

に

恐

ら
ぐ
大
形
の

羚
羊
類
な

ら
む

と

思
は
る

タ

も
の

弐

大
腿

骨
の

破

片
な
嚇

。

該
骨
片
の

記
載
は

新
帶
氏

を
待
っ

事
と
し

、

予

は

唯
是
等
化

石
動
物
が

示
す

動
物
群
全
體
と
し
て

若

干
四

川
省
老

山

の

化
石
哺
乳
動
物
群
（

竃

亀
島。

d
嵐
o

ぎ

∵．．
O
昌

。・

o

巨
 

星

翕
巴

穎

彎
き
巴
那

ぎ
匡

趣。

N
¢−
。

ご
轟
．

ド

．

邑
9
切

磬゚

円

書
o

ざ

ピ

亳゚

q
泣
ぐ

＼、

トっ

亀
コD
Φ

N
こ

．

肖
い

一
〇

冒
）

に

類
似
せ

る

飾
あ
る

を

指
摘
し

、

以
て

該
地

方

探
査
家
の

注
意
を

喚
起
せ

む

と

す。

　
　
　
　
へ

　
む
　
ヘ

　
ヘ

　
ゾ

　
（

一
）

　
「

ス
r7

ゴ

ド

ン

一

　

普
通

敦
遮
o
匙

§

§
9
§
甎

と
し
て

知
ら

れ

だ
れ

ど
も、

予
は
支
那

及
高

本
産
と
し
て

本
種
の

臼
齒

咀

嚼
の

傾
き

方
が
「

マ

ス

ト

ド

ン

」

型
に

屬
す
る

の

事
實
を
認
め

髭

る

に

よ

り、

從
來
異
名
と
し
て

開
却
せ

ら
れ

し
GQ

さ
o

§
§

o
註

§

ミ
請

を

復
活
せ

し
め

て

是

に

當
て

セ

う
。

龍
華

村
産

の

本
種
が

該
特
徴

を
示

し
居
る

事
は

既
に

予
の

報
告
中
に

指

摘
せ

b
。

本

種
は

支
那

に

て

は

四

川・
雲
南

・

藕
建・

昔
肅、

日

本
に

て

は

龍
華

村
及
小

豆
島

近

海
等
よ

り

知
ら
れ

π

り
。

　
　
　
　
ヘ

　
　

へ

　
（

二
）

　
水

牛

　
　
四

想

省
老

山
の

化

石
水

牛
に

二

種
あ

わ
。

一

は

臼
齒
琺

瑯
質
表
面
の

著
し

く

粗
縫
な

る

も
の
、

他
は

同
じ
ぐ

殆

ど

罕

滑
な

る

も
の

な

り
。

印
度
の

化
石
水

牛
が

齒
の

記
載
を
缺
き

居
う
て

比

較
も

同
定
も

な

し

能
は

ざ
b
し

に

よ

り、

予
は

單
に

符

號
を
以
て

兩

者
を

區

別

し

置
け

り。

龍
華
村
産
水
牛
は

臼
齒

琺

瑯

質
表
面
の

粗
糧
な

る

點

に

於
て

予
の

黛
ミ
蕊
ミ

ニ
サ

嵳

に
一

致
し、

叉

臼
齒
の

大
さ

に

於
て

は

賂
予
の

穿
ミ
ミ〜
跳

唔噛
ご

に

合
ふ

。

茲

’

曽

■

二

四

　・

に

遣

械
な

る

は

僧・
騨

の

上

顎

臼

齒
が

知
れ

居
ら
す
し
て

、

王

顎

　

臼
歯
の

み

な

る

龍
華
村
産
水
牛

と
は

詳

細
な

る

比

較

を
な

し
能
は

　

ざ
る

事
な

b
。

是
等
の

化

石
水

牛
は

凡
て

瓜

畦
の

化

石
永
牛
よ

う

　

も
大

な

み

臼
齒

を
有
す

。

　
　

　
　
　

　
　
　

亀

　
　
　
　
　

も

　

ヘ

　
　
へ

　
　

（

三
）

　
羚
羊
類
（

？
）

　
　
四

川

省
老
山
の

化
石
哺
乳

動
物
群
中

　

に

は

牛
類

特
に

水
牛

族
に

關
係

深

き

大
形
の

羚
羊
類
把

る

 
ぎ
鬯
o−

　

蓬
〜

§
討

器

の

二

種
あ
り
。

そ
の

大
腿
骨
が

發
見
せ

ら
れ

な

ば
恐

ら

一

く

龍
華
村
産
の

問
題
の

骨
片
が

示
す
位
の

大

さ

な

ら
む

と

思
は

り

る
。

勿
論
問
題
の

骨
片
の

み

に

て

は

そ
の

屬
を

す
ら

到
定
し

難
し

。

　

要
は

今
後
の

探
査
に

あ

参
。

　
　

以
土

龍
華
村
の

化

石

哺
乳

動
物
群
に

關

す
る

吾
人

の

知

識
は

目

　

下
の

所
餘
り

に

斷
片
的
に

過

ぎ
、

到
底
决
定
的
の

意
見

を
蓮
べ

難

　

け
れ

ど
も

、

唯

鉉

仁

最

も

注
目

す
べ

き
は
「

子
7
ゴ

ト

ご
が

永
牛

　

及

恐

ら
く

羚
羊
類
と

共

に

産
す

る

の

事・
實
な

b
。

斯

か

る

産

爵

　

は

目

本
に

於
る

唯
一

の

例
に

屬
し

、

予
は

こ

の

點
よ

b
之
を
支
那

　

に

求
め

て

か

の

四

川
省
老
山
の

化
石
哺
乳
動
物
群
を

想
起
す
る

も

　

の
な

b
。

印
度
の

シ

フ

リ
ッ

ク

及

ナ

ル

バ

ダ

井
に

瓜

畦
の

「

ス

　

プ
ゴ

ド

ン

」

”

動
物
騨
と
て

こ

の

例

に

は

あ
れ

ど
も
．

「

ス

プ
ゴ

ド

四

ン

・

の

同

薐
な

る

點
に

於
て

老

山
の

そ

れ

に

止
め

を

刺
す

。

　
　

龍
華
村
の

化

石
哺
乳
動
物

群
に

於
て
、

水
牛
の

存
在
は

鮮
新
世

、

　

幼
期
よ
り

前
な

ら
ざ
る

を

示

し、
【

ス

プ
ゴ

ド

ン

」

の

存
在
は

洪

積

　

世
古
期
よ

り

後
な

ら
ざ

る

を
示
す

。

不

幸
に

し
て
「

ス

プ
ゴ

ド

ン

」

　

は

象
屬
程

完
全

な

る

時
代
决
定
者
な

ら
す。

例
へ

ば

こo

§
＆
§

　
喚

§
恥

簔

及

窒
恥

§
駐
の

二

種
は

亀
〜

謦
｝

§

ぎ
聖
亀

§
§

の

時
代
た
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9

る

鮮
新
世
幼
期
と

零
竜

ぎ
雪
§
§
食

盛
岱

§

の

時
代
陀
る

洪
積
世
古

期
と
の

爾
期
に

跨
れ
り

。

吾
人
が

目

下

の

知
識
に

於
る

龍

華
村
の

「

ス

テ
ゴ

ド

ン

」

11
動
物
湃
は
、

小

豆

島
の

そ

れ

と

著
し

く

異
な

り

て

一

方

四

川

省
老

山
の

そ

れ

を
想
起
せ

し
む

る

も

の

あ

る

よ
う

見

れ
ば、

恐

ら

く

比

企
氏
の

考
へ

ら

れ

し

如
く

鮮
新
世
幼
期
ー

ー

特

に

最
幼
期
・

　
に

屬
す

る

な

ら

む。

　
「

ス

・
ノ

ゴ

ド

ン

」

及

水
牛
の

存
在
は

當
時
の

日

廓
が

動
勒
分
布
學

上
東
洋

洲

の

勢
力
下

に

あ
り

し

證
據
な

う
，

所

屬

の

動
物
よ
う

推

せ

ば、

龍
華
村
の

化
石
哺
乳
動
物

群

は

疑
も
な

く

森
林
動
物
群
な

り
。

云

ひ

換
ふ

れ

ば
沼

澤
地
に

縁
敵
あ

る

動
物

群
な

ウ。

是
等
の

化
石

動
物
は

恐
ら
く
當
時
の

琵
琶
湖
畔
に

逍
逡
せ

し

も
の

か
，

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

（

松

本
彦
七

郎
）

　
　

●
所
謂
病
鱈
の

病
因

　
昨
年
十
一

月、

水

産

講
習
所
の

丸
川
氏

、

カ

ム

チ
。

ッ

カ

方

面
よ

り
、

雲
鷹
丸
に

て
、

所
謂
病
鱈

ど
い

ふ

を
持
歸
ら
れ

陀

り
。

件
の

鱈
は

、

體
著
し

く

痩
せ

て
、

一

見
何

等
か

の

疾
病
に

罹
れ

る

も
の

な

る

事
を
思

は

し

む

る

如

く
な

れ

う。

檢
査
の

結
果、

諸
内
臟
の

表
面

、

腸
問
膜
等
に

、

捲
曲
せ

る

小

形
の

線
蟲
多
く

寄
生
せ

る

を

見
セ

り
。

疾
病
の

原
因
は、

最

初、

此
の

線
蟲
に

あ
ら
ば

や

と
の

説
な

り

し
が、

腸
の

内
部
を

檢
す
る

に

及

び、

其
の

読
の

安
當
を

疑
は

し
む
る

如

き

事
實
に

遭
遇
せ

り
。

即

ち、

腸
管
は、

其
の

最

後
部
を
除
き
、

杢

部、

二

種

の

絲
蟲
に

て

殆
ど
充
顛
せ

ら
れ

だ

う
。

殊

に
、

最
前
端

、・

胃
の

幽

門
に

接
せ

る

處
な

ど
は

、

寄

生
蟲
の

數

（

雜

　
　
録
）

　
○

所

謂
病

鱈
の

病
因

　
○
「

ス

テ

ゴ

ド

y
」

蠍

洲
に

産
す

る

が

’

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ロ

餘
う

に

多
き

爲
、

互
に

相

壓

迫

緊
結
し
て

、

之

を
引
出
す
こ

と
著

し
く

困

難
な

る

程
な

り

き
。

　
胃

申
に

は

垂

ζ
寄
生
蟲
を

認
め

ざ
う

き
。

　

腸
管
内
に

存
在
し
た

る

絛
蟲
に

は
二

種
あ
る

が

如

し
。

一

は

稍

や

黄
色
に

し
て
、

他
は

臼

し
（

ホ

声

マ

リ

ン

標
本
）

．

何
れ

も

細
長

の

も
の

な

れ

ど、

黄
な

る

方
殊
に

絏

し
。

長
さ

は

臼
き
方
黄
な

る

方
よ

b
一

般
に

大
な

う
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
・

　

厨
謂

病
鱈
の

病
因

は、

上

記・
腸
管
内
の

絛
蟲
に

歸
す
る

方
妥
當

な

る

べ

し
と
想

は

る
。

　

　

　

　
　

　

　

　
（

石
井
重
美
）

W

　
　

●
「

ス

テ

ゴ

ド

ン

」

歐
洲
に

産
す
る

か

　
　
　

，

「

ス

テ
ゴ

ド

ン

」

な

る

化

石
象
類
の

一

屬
は

從
來
東
洋
洲
及
該
洲

｛
　

に

近
接
せ

る

東
亜

の

地

方

ば

か

む

に

産
し
て

居
把

（

ロ。

oo

昌

の

著

　

書
に

あ
る

北

米

の

「

ス

ナ
ゴ

ド

ン

」

な

る

も
の

は

全

く
誤
り

と
の

　

事
で

あ
る

）

。

所
が

か

の

有
名
な

る

ピ
川

ト

ダ

ゥ

ン

頭
骨
（
亀
o

§
穿

　

黙
『

起
§

鐵

耄
糞
。

ミ
）

の

報
告
に

は
、

最
初
の

報
告
か

ら
そ
の

後
度

　

毳

の

報
告
に

至

る

迄、

殆
ど
常
と、
し

て
「

ス

テ
ゴ

ド

ン

」

云
々

と
云

　

ふ

事
が

挾
ん

で

あ
る

。

是
が

本

當
な

ら
ば

歐
洲
に

も

明
か

に

「

ス

　

テ
ゴ

ド

ン

」

が

居
た

と
云
ふ

事

に

な

る
。

併
し

萋
oo

じ

≦

ヒ
芒

の

記

ゾ
　

載
及

圖
か

ら

到
噺
す
る

と
予
に

は

全

く

別
な

解
釋
が

っ

く
。

　
　

問
題
の
「

ス

テ
ゴ

ド

ン

」

と
云
ふ

材
料
は
二

　

三

個
の

臼

齒
破
片

　

で

あ
る

。

そ
の

日

齒
の

横
稜
は

頗

る

高

く
且
つ

餘
程
銑
く

尖
b、

　

横
稜
聞
の

谷
は

深

く
且

つ

非
常
に

鋏
い

角
を
開
い

て

居
る

。

印
度

、

　

支
那

及
日

本
等
の

「

う
ノ

ゴ

ド

ン

」

の

臼

齒
を
實
見

し
セ

る

予
が

二

五

N 工工
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